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インフォメーション

　

当
商
工
会
議
所
は
３
月
23
日
、
市
立
産
業

会
館
で
第
84
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催
（
出

席
議
員
１
１
１
名
、う
ち
委
任
状
出
席
37
名
）

し
ま
し
た
。（
写
真
＝
表
紙
）

　

当
日
は
、
定
款
の
一
部
改
正
や
平
成
27
年

度
事
業
計
画
並
び
に
一
般
会
計
及
び
各
特
別

会
計
（
３
会
計
）
の
収
支
予
算
な
ど
、
各
議

案
に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

杉
岡
会
頭
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　

日
本
経
済
の
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
原
材
料
、
電
気
料
金
等
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
、
建
設
関
連
の
人

手
不
足
な
ど
が
影
響
し
、
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
中
小
企
業
は
、
景
気
回
復
が
実

感
で
き
な
い
の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
環
境
の
中
、
国
で
は
地

方
へ
の
景
気
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
向

け
の
低
利
融
資
制
度
の
創
設
、
事
業
再
生
等

へ
の
支
援
な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
改
正
小
規
模
支
援
法
（
商
工
会

及
び
商
工
会
議
所
に
よ
る
小
規
模
事
業
者
の
支
援

に
関
す
る
法
律
）
に
よ
り
、
商
工
会
議
所
を
中
心

と
し
た
小
規
模
事
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
再

構
築
を
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
新
た
な
体
制
が
整

備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
相
模
原
市
に
お
い
て
も
、

「
が
ん
ば
る
中
小
企
業
を
応
援
す
る
条
例
」
を
施

行
し
て
、
き
め
細
か
く
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を

支
援
す
る
環
境
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
当
商
工
会
議
所
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
新
た
に
経
営
指

導
員
が
伴
走
型
で
取
り
組
む
支
援
や
、
会

員
メ
リ
ッ
ト
を
直
接
享
受
い
た
だ
け
る
交

流
会
、
商
談
会
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と

と
も
に
、
役
員
議
員
・
会
員
・
内
部
団
体

等
の
意
見
等
を
伺
い
、
会
員
の
目
線
に
立

っ
た
施
策
の
充
実
と
市
内
産
業
の
発
展
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
現
在
、

第
２
次
中
期
行
動
計
画
に
基

づ
き
、
地
域
経
済
の
活
性
化

や
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
事

業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、

平
成
27
年
度
は
、
行
動
計
画

の
最
終
年
度
で
ご
ざ
い
ま
す
。

重
点
項
目
と
し
て
掲
げ
て
い
る
「
企

業
間
連
携
の
取
組
み
」
を
よ
り
強
化

す
る
た
め
、
商
工
会
議
所
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
会
や
受
発
注
商
談
会
な
ど
、
広
域

的
な
連
携
事
業
を
数
多
く
開
催
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
日
本
経
済
が
息
の
長
い
景

気
回
復
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
の
経
済
対

策
な
ど
に
よ
り
、
日
本
経
済
の
屋
台
骨
を
支

え
る
、
中
小
・
小
規
模
企
業
の
経
営
を
支
援
、

底
上
げ
を
図
り
な
が
ら
、
元
気
な
企
業
を
さ

ら
に
増
や
せ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
商
工
会
議
所
の
役
割
と
使
命
を
再

認
識
し
、
会
員
の
目
線
に
立
っ
た
事
業
運
営

に
取
り
組
み
、
政
令
指
定
都
市
に
所
在
す
る

商
工
会
議
所
と
し
て
、
会
員
の
皆
様
や
地
域

社
会
か
ら
頼
ら
れ
評
価
さ
れ
る
よ
う
施
策
等

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
27
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
な
ど
を
承
認

第84回

通
常
議
員
総
会
を
開
催

平成27年度事業計画について決意を述べる杉岡会頭

原副会頭（右）へ日商役員議員永年勤続表彰が贈られた
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【
議
案
第
１
号
】

　

定
款
の
一
部
改
正
に
係
る
内
容

　
（�

反
社
会
的
勢
力
に
関
す
る
事
項
及
び
青

年
部
、
女
性
会
を
定
款
に
制
定
）

【
議
案
第
２
号
か
ら
議
案
第
６
号
】

　

平
成
27
年
度
事
業
計
画
並
び
に
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
の
収
支
予
算
に
係
る
内
容

１
．
主
要
事
業
計
画

（
１
）��

意
見
要
望
並
び
に
政
策
提
言
活
動
の

強
化

（
２
）��

経
済
情
勢
の
変
化
に
即
応
し
た
総
合

的
な
経
営
支
援
事
業
の
推
進

（
３
）
市
内
企
業
の
育
成
と
受
発
注
の
促
進

（
４
）��

会
員
サ
ー
ビ
ス
・
会
員
交
流
事
業
の

拡
充

（
５
）
相
模
原
市
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
推
進

（
６
）
雇
用
対
策
と
人
材
育
成
の
支
援

（
７
）
地
域
産
業
振
興
策
の
推
進

（
８
）��

当
商
工
会
議
所
環
境
行
動
計
画
に
基

づ
く
環
境
支
援
事
業
等
の
推
進

（
９
）
情
報
化
支
援
事
業
の
推
進

（
10
）
そ
の
他
特
定
事
業

２
．  

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
「
平
成

2７
年
度
予
算
総
括
表
」
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

【
議
案
第
７
号
】

　

次
の
と
お
り
監
事
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

小
西
睦
人
氏
（
西
武
信
用
金
庫
橋
本
支
店
長
）

【
議
案
第
８
号
】

　

次
の
と
お
り
常
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

山
崎
俊
哉
氏
（
日
本
通
運
㈱
相
模
原
支
店
長
）

○
日
本
商
工
会
議
所
役
員
議
員
表
彰

 

（
永
年
勤
続
表
彰
）

　

副
会
頭　

原
清
助
税
理
士
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

所
長　

原
清
助　

様

　

相
模
原
商
工
会
議
所
の
役
員
・
議
員
と
し
て
、

20
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
当
商
工
会
議
所
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
日
本
商
工
会
議

所
三
村
会
頭
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
、
当
所

杉
岡
会
頭
よ
り
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

■ 

平
成
2７
年
度
の
主
な
新
規
事
業
は
当
所
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.sagam

ihara-cci.or.jp/
services/Jouhou/keikaku/

平成27年度  予算総括表　　　　（単位：千円）
会　　計　　名 27年度予算額 26年度予算額 比較増減（△）

１　一　般　会　計 438,700 2１１,080 227,620
2　特　別　会　計 708,499 １,027,904 △ 3１9,405

（１）中小企業相談所特別会計 0 １93,590 △ １93,590
（2）福祉共済事業特別会計 0 30,790 △ 30,790
（3）特定退職金共済事業特別会計 47１,960 467,000 4,960
（4）商工会館特別会計 0 １04,790 △ １04,790
（5）積立金特別会計 22１,5１9 220,454 １,065
（6）退職給与積立金特別会計 １5,020 １１,280 3,740

合　　　　計　（１＋2） １,１47,１99 １,238,984 △ 9１,785
一般・特別会計重複分 57,860 １42,690 △ 84,830
差 引 予 算 額 純 計 １,089,339 １,096,294 △ 6,955

※ 一般会計の中に、 3 特別会計（中小企業相談所特別会計、福祉共済事業特別会計、商工会
館特別会計）　を組み入れ予算設定を行った。

＜収入の部＞ （単位：千円）
科　　　　目 27年度 26年度 比較増減

１　会　　　　　　　　　費 95,000 93,965 １,035
2　交　　　　付　　　　金 １67,428 １40,370 27,058
3　事　　業　　収　　　入 １09,530 １06,640 2,890
4　負　　　　担　　　　金 3,900 3,900 0
5　雑　　　　収　　　　入 １,680 １,830 △ １50
6　繰　　　　入　　　　金 57,860 47,860 １0,000
7　財　政　調　整　基　金 7,332 49,745 △ 42,4１3
8　前　年　度　繰　越　金 １90,000 １90,000 0

合　　　　計 632,730 634,3１0 △ １,580

＜支出の部＞ （単位：千円）
科　　　　目 27年度 26年度 比較増減

１　事　　　　業　　　　費 2１9,9１0 2１7,780 2,１30
2　委 　 託 　 事 　 業 　 費 42,980 １7,370 25,6１0
3　人　　　　件　　　　費 58,4１0 73,600 △ １5,１90
4　そ　の　他　管　理　費 44,300 4１,630 2,670
5　商 工 会 館 維 持 費 69,250 83,230 △ １3,980
6　予　　　　備　　　　費 １40,020 １52,840 △ １2,820
7　繰　　　　入　　　　金 47,600 37,780 9,820
8　退 職 積 立 金 会 計 繰 入 １0,260 １0,080 １80

合　　　　計 632,730 634,3１0 △ １,580
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コミュニティトップインタビュー

―
ま
ず
は
マ
イ
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

　
「
無
地
の
ノ
ー
ト
に
、
自
身
の
思
い
出
、
や
り
残

し
た
こ
と
、
そ
し
て
今
後
や
り
た
い
こ
と
を
書
い

て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
忘
れ
か
け
て

い
た
自
分
の
夢
を
思
い
出
し
た
り
、
し
ば
ら
く
会

っ
て
い
な
い
友
人
に
も
会
っ
て
み
た
く
な
り
、
未

来
の
楽
し
い
時
間
が
描
け
ま
す
。
も
う
一
方
で
は
、

不
動
産
や
貯
金
と
い
っ
た
財
産
を
『
覚
書
』
と
し

て
ま
と
め
ま
す
。
最
初
は
手
探
り
で
し
た
が
、
今

で
は
セ
ミ
ナ
ー
を
や
れ
ば
満
席
に
な
り
ま
す
。
参

　

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
・
相
模
原
駅
前
に
あ
る
、
か

み
や
ま
行
政
書
士
事
務
所
（
中
央
区
相
模

原
）
代
表
の
上
山
雅
子
さ
ん
は
、
自
身
で
考

案
し
た
「
マ
イ
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
」
の
普
及
に

奔
走
し
て
い
ま
す
。「
マ
イ
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
」

と
は
２
冊
の
ノ
ー
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
冊
目
に
は
、
今
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
り
、

こ
れ
ま
で
に
や
り
残
し
た
こ
と
、
や
り
た
い

こ
と
を
綴
り
ま
す
。
も
う
一
つ
の
ノ
ー
ト
は

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の
よ
う
な
存
在

で
、
貯
金
や
所
有
す
る
不
動
産
な
ど
、
家
族

に
残
す
も
の
を
記
し
ま
す
。「
こ
の
先
の
人

生
を
明
る
く
考
え
る
よ
う
に
な
れ
る
ノ
ー
ト

で
す
」
と
上
山
さ
ん
。
市
内
で
定
期
的
に
書

き
方
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は

起
業
家
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
』
で
す
と
、
自
分
が
亡
く
な

っ
た
後
の
こ
と
を
記
し
ま
す
の
で
、
後
ろ
向
き
な

イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
分
、
マ
イ
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
は
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
書
い
て
い
き
ま
す
の
で
、
40
～
90
歳
ま
で
、

幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
実
践
し
て
い
ま
す
」

―
行
政
書
士
と
し
て
独
立
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
何

で
し
ょ
う
か
。

　
「
も
と
も
と
、
外
資
系
メ
ー
カ
ー
に
在
籍
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
米
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
で
、
会
社
が
数
百
人
規
模
の
リ
ス
ト
ラ
に
踏

加
費
は
無
料
で
す
。
そ
こ
か
ら
相
続
な
ど
の
相
談

に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」

―
始
め
よ
う
と
し
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

　
「
２
０
１
３
年
に
事
務
所
を
設
立
し
ま
し
た
が
、

ま
も
な
く
し
て
突
然
、
父
が
亡
く
な
り
、
母
の
認

知
症
も
悪
化
し
ま
し
た
。
介
護
し
て
い
く
な
か
で
、

『
こ
れ
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
』
と
思
い

ま
し
た
。
同
時
に
、
元
気
な
う
ち
か
ら
家
族
が
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
伝
え
る
大
切
さ
も
痛
感
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
考
え
た
の
が
、
こ
の
マ
イ
ラ
イ

フ
ノ
ー
ト
で
す
。
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
『
エ

み
切
る
の
を
何
度
か
見
て
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き

に
思
っ
た
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
組
織
に

頼
る
よ
う
な
生
き
方
で
は
な
く
、
自
分
で
稼
げ
る

よ
う
に
ス
キ
ル
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
英
語
の
勉
強
に
没
頭
し
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
幅
広
い
分
野
で
活
躍
で
き
る
行
政

書
士
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
試
験
に
挑
戦
し
て

一
発
で
合
格
し
ま
し
た
。
地
元
・
相
模
原
で
や
り

た
い
と
い
う
思
い
も
強
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
事

務
所
を
置
き
ま
し
た
」

―
女
性
の
行
政
書
士
は
地
域
で
は
珍
し
い
の
で
し

ょ
う
か
。

　
「
増
え
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
行
政
書
士
の
資

格
を
取
っ
て
も
開
業
す
る
女
性
の
数
は
ま
だ
ま
だ

少
な
い
と
い
え
ま
す
。
男
性
と
違
っ
て
、
女
性
は

細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
が
配
れ
る
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
女
性
特
有
の
問
題
に
も
女
性
だ
か
ら

親
身
に
な
っ
て
対
応
で
き
ま
す
」

―
起
業
家
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
ど
ん
な
内
容
で
し
ょ
う
か
。

　
「
創
業
に
か
か
わ
る
書
類
作
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
作
成
な
ど
の
支
援
、
補

助
金
申
請
や
資
金
調
達
の
ア
ド
バ
イ
ス
ま
で
幅
広

く
行
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
が
創
業
し
て
い
る
の

で
、
同
じ
目
線
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
も
考
え

て
い
ま
す
。
と
く
に
女
性
起
業
家
の
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

Top 
Interview
Top 
Interview
トップ
インタビュー
トップ
インタビュー

代表で行政書士の上山さん

か
み
や
ま
行
政
書
士
事
務
所

上
山
雅
子 

さん

相
模
原
市
中
央
区
相
模
原
１
︲
２
︲
２

�

O
Ｓ
ビ
ル
Ⅱ
５
Ｆ

☎�

０
４
２
︲
７
０
７
︲
０
４
５
１

「
マ
イ
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
」
普
及
に
奔
走

�
起
業
家
支
援
に
も
注
力

「マイライフノート」のセミナー
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インフォメーション もくじ／会議所カレンダー

相
模
原
商
工
会
議
所

本
所
・
支
所
案
内

4月15日㈬～5月12日㈫
★印の行事は今月号会報に詳細が掲載されています。【　】内は掲載ページ。

会議所カレンダー

４　
月

15日（水）
神奈川県商工会議所青年部連合会 第１回役
員会
16日（木）
汚染負荷量賦課金申告納付説明相談会
青年部 通常総会準備委員会
商業部会 4月度定例会
2０日（月）
青年部 4月度をぐり会議・第49回通常総会・
懇親会
22日（水）
女性会 第43回通常総会・講演会・懇親会
23日（木）
青工研ＯＢ会 通常総会・懇親会
24日（金）
青年部 4間凧製作（～25日）
経営計画作成セミナー（第１回）
2７日（月）
なんでも鑑定団 in 相模原 観覧者抽選会
28日（火）
経営計画作成セミナー（第2回）
相模原市青年工業経営研究会 三役会
首都圏商工会議所連携ビジネス交流会
29日（水）
泳げ鯉のぼり相模川（～5/5）

５　
月

4日（月）
相模の大凧まつり（～5日）
9日（土）
相模原市民若葉まつり（～１0日）
11日（月）
神奈川県商工会議所青年部連合会 通常総会
相模原市青年工業経営研究会 役員会
12日（火）
経営計画作成セミナー 個別相談会

本　所
〒252-0239
相模原市中央区中央3-１2-3

☎：042-753-１3１5

相模原

相模原
パークレーンズ

←八王子 横浜→

JR横浜線

スルガ銀行
相模原支店

相模原
市役所

相模原警察署

市立
清新中学校

市立
中央中学校

合同庁舎

相模原
商工会議所本所

南支所
〒252-0303
相模原市南区相模大野4-5-１
市民ロビー相模大野2F

☎：042-746-36１9

←八王子

相模女子大学

県立
相模大野高等学校 伊勢丹

相模原店本館

相模女子大学
グリーンホール

相模大野
中央公園

ボーノ
相模大野

モアーズ

相模原
商工会議所南支所

相
模
大
野

小
田
急
線

小
田
原
↓

座
間
↓

↑
新
宿

↑
町
田

相談内容 日　　時 場所

法律相談
弁護士による相談

4/17㈮・4/24㈮・5/1㈮・5/8㈮
１3:00～１6:00 本 所

創業・経営革新相談
中小企業診断士による相談

4/23㈭・5/7㈭・5/13㈬
１0:00～１2:00･１3:00～１6:00 本 所

4/16㈭
１0:00～１2:00･１3:00～１6:00 南支所

発明相談
発明協会相談員による相談

5/14㈭
１3:00～１6:00 本 所

許認可相談
行政書士による相談

4/17㈮
１3:00～１6:00 本 所

税務相談
税理士による相談

4/16㈭・4/23㈭・5/7㈭・5/14㈭
１3:00～１6:00 本 所

労務相談
社会保険労務士による相談

4/14㈫
１3:00～１6:00 本 所

受発注相談
産業振興センター相談員による相談

4/22㈬・5/13㈬
１3:00～１6:00 本 所

その他各種相談 ※ 経営全般、事業承継相談、IT相談、経営
安定相談等の各種相談も承っております。 本 所

ご予約・お問い合わせ：本所経営支援課：☎ ０42-７53-8135

今月の窓口相談のご案内 無 料

TOPICS

2・3 第84回通常議員総会報告
6 相模原市産業集積促進方策（STEP50）拡充
7 省エネ補助金案内

COMMUNITY

4 トップインタビュー
15 わが社のいち押し�
18 会員ＰＲコーナー

INFORMATION

10 専門家に学ぶ
14 大船渡市観光・物産品紹介
16 アクティブ 5（内部団体活動報告）

No.489
2015.4CONTENTS
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インフォメーション

産業集積促進方策（STEP50）を大幅に拡充
　相模原市は平成１7年１0月に、工業系産業用地の空洞化対策として相模原市産業集積促進条例（STEP50）を制
定し、平成22年 3 月には圏央道インターチェンジ周辺の新たな産業拠点づくりに主眼を置いた条例改正を行い、
これまで１１0件の立地計画等を認定してきています。
　こうした中、圏央道の開通をはじめ、今後展開されるリニア中央新幹線駅設置などの大規模プロジェクトや安
定した地盤など、相模原市のポテンシャルを最大限に生かし、全市域において戦略的に企業誘致を進めていくた
め、本年 4 月から企業誘致策を大幅に拡充しています。
　奨励措置を受けるための主な要件と奨励措置の内容については、次のとおりです。

○立地場所
　「工業専用地域」「工業地域」「準工業地域・非線引き地域のうち工業系の0．5ha以上の一団の地域」
　「市長が工業の利便の増進に資すると認めて告示する区域」等
○適用対象業種　※総務省統計局の日本標準産業分類による
　「製造業」「情報通信業」「自然科学研究所」
○最低投資額
　土地・家屋・償却資産の取得に要した費用等の合計（償却資産の取得費用が対象となるのは中小企業のみ）
　中小企業… １ 億円　　大企業…１0億円
※工場等の取得者が操業する必要があります。
※契約、工事着手の 5 日前までに立地計画書を提出していただく必要があります。

【主な要件】

① 「リーディング産業（※）」に該当する事業を行う工場等の立地には工業用地取得費、家屋建築費の１0％　
最大１0億円まで奨励金を交付

② 「リーディング産業」以外の事業を行う工場等の「新たな都市づくりの拠点（当麻地区、麻溝台・新磯野地
区、川尻大島界地区、金原地区）」への立地には、工業用地取得費の１0％　最大１0億円まで奨励金を交付

③ 「リーディング産業」以外の事業を行う工場等の立地を、30年以上市内で操業している企業が行う場合、家
屋建築費の１0％　最大 4 億円まで奨励金を交付（工業用地の取得に対する奨励金と合わせて交付を受ける
場合は合わせて限度額１0億円）

④ 工場等の立地とともに本社を市外から市内へ移転した場合、土地及び家屋に係る奨励金額に１0％の加算金
を上乗せ

⑤ 工場新設では、税の軽減措置として取得した土地や家屋に係る固定資産税、都市計画税を 5 年間、 2 分の
１ に軽減

　※投資形態により対象が「土地」又は「家屋」のみになるケースがあります。
⑥市内建設業者に工場等の建設発注した場合、家屋に係る工事請負契約額の 3 ％の額を奨励金として交付
⑦工場等の立地に伴う新規雇用には １ 人当たり最長 3 年間で１１0万円（女性の雇用にあっては１30万円）を交付
　※工場、倉庫等を賃借して操業開始した場合も雇用奨励金の交付対象となるケースがあります。
⑧工業用地の保全・継承に奨励金を交付

※リーディング産業とは
　… 成長が見込まれる先端産業、それらの先端産業を支える基盤技術に係る産業等のうち、本市経済を

けん引し、強固な産業集積基盤の形成を更に推し進める産業として本市が指定する産業
　　対象産業：  「航空宇宙」「再生可能エネルギー」「環境」「ロボット」「医療」「介護」「健康」「食品加工」

「自動車」「電気」「電子」「精密機械」「金属製品」等

【主な奨励措置】
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圏
央
道
相
模
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）

と
津
久
井
広
域
道
路
が
３
月
29
日
に
開
通
し
、
前

日
の
28
日
に
完
成
披
露
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
当
商
工
会
議
所
の
杉
岡
会
頭
を
は
じ
め

多
く
の
来
賓
が
招
か
れ
、
く
す
玉
開
き
な
ど
記
念

セ
レ
モ
ニ
ー
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も
催
さ

れ
ま
し
た
。
家
族
連
れ
な
ど
が
参
加
し
、
開
通
前

の
Ｉ
Ｃ
施
設
、
真
新
し
い
道
路
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

市
内
２
カ
所
目
と
な
る
相
模
原
Ｉ
Ｃ
の
開
通
は
、

橋
本
駅
周
辺
な
ど
か
ら
の
広
域
交
通
ア
ク
セ
ス
の

強
化
と
と
も
に
、
相
模
原
愛
川
Ｉ
Ｃ
周
辺
と
同
様
、

企
業
進
出
な
ど
に
よ
る
産
業
基
盤
の
整
備
が
促
進

さ
れ
、
市
内
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

28日に行われたウォーキングイベント

中小企業向け省エネ補助金のご案内
　平成27年 3 月16日より、中小企業向け省エネ補助金の募集が始まりました。この省エネ補助金のＡ類型は様式もシン
プルで先着順に採択されます。しかも、補助率は5０％！。省エネ設備費用が半額になります。中小企業の方にお勧めな
省エネ補助金です。

こんな設備投資に使えます。
更新、新期設置共ＯＫ

・事務所のパッケージエアコンや照明を更新したい。
・新規に省エネタイプ工作機械（マシニングセンタ）を購入したい。
・省エネオーブン、電気炉を購入したい。
・コンプレッサーを更新したい。

注意点：
①�購入予定設備の省エネ性能証明書が入手できないと、補助金申請できません。対象機種か？メーカーや商社に問
合せし、早めに省エネ性能証明書を入手しましょう。省エネ性能証明書は証明書発行団体が発行します。
　エアコン更新例：��Ｄ社エアコン　型番○○○－○○を購入したい場合、Ｄ社もしくは販売代理店経由でこの型番

のエアコンの省エネ性能証明書を日本冷凍空調工業会等から発行してもらいます。入手できな
いと申請できません。

②対象は設備費のみです。それ以外の工事費や設計費、消費税等は対象ではありません。

エアコン設備費： 200万円 補助金対象。補助金100万円

設計費　　　　： 50万円

対象外工事費　　　　： 150万円

旧設備撤去費　： 80万円

③�一事業所当たり補助金額下限値は50万円です。ということは、 1事業所当たりの設備費用は100万円以上となり
ます。例えば、照明と空調を合わせて設備費が100万円以上ならば対象となります。

第１工場
空調設備
100万円 第２工場

空調設備
50万円

　�同じ敷地内に 2つの工場があれば同一事業所なので、150万円が対象設備となります。別な敷地にある場合は別
事業者となります。第一工場は補助金対象ですが、第 2工場は50万円未満なので、補助金対象外となります。

④補助金予算額は約800億円もありますが、予算が無くなり次第終了です。早めに申請しましょう。

⑤補助金は設備購入後に支払われます。資金繰りに注意しましょう。

詳細は SII㈳環境共創イニシアチブのホームページ参照：https://sii.or.jp/

圏
央
道
相
模
原
Ｉ
Ｃ
と

津
久
井
広
域
道
路
完
成

 

開
通
前
日
に
完
成
披
露
会
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に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
活
用

を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
三

菱
電
機
の
ア
ー

ム
ロ
ボ
ッ
ト
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
も
併

せ
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
生
産
機
械
な
ど
が
流
出
・
損

壊
し
た
事
業
者
の
復
興
を
支
援
す
る
「
遊
休
機
械

無
償
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
で
、

昨
年
、
工
作
機
械
な
ど
を
被
災
地
へ
届
け
る
な
ど

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
「
㈲
林
電
業
社
」（
緑
区

二
本
松
）、「
日
本
化
工
機
材
㈱
」（
中
央
区
淵
野

辺
）、「
㈲
中
村
電
機
」（
南
区
大
野
台
）
の
３
社

に
対
し
、
東
北
６
県
商
工
会
議
所
連
合
会
の
鎌
田

宏
会
長
よ
り
感
謝
状
が

贈
ら
れ
、
後
日
、
当
所

座
間
専
務
理
事
が
各
社

を
訪
問
し
手
渡
し
ま
し

た
。（
写
真
）

　

冒
頭
、
座
間
専
務
理

事
は
「
被
災
地
で
は
一

部
で
再
建
が
進
ん
で
い

る
も
の
の
、
今
後
も
支
援
の
継
続
は
必
要
。
こ
う

し
た
支
援
は
、
震
災
復
興
に
弾
み
が
つ
き
、
大
変

あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

　

一
方
、
各
社
か
ら
は
、「
提
供
し
た
機
械
が
被

災
地
で
役
立
て
ら
れ
、
復
興
支
援
に
協
力
で
き
て

良
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
で
約
３
千
件
の
マ

ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
て
お
り
、
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
無
償
提
供

可
能
な
遊
休
機
械
・
設
備
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
産

業
振
興
課
（
☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

インフォメーション

■ おかげさまで創業40年
■ 品質№1を目指して！！　

■ 売 上 高：年商60億円
■ お取引様：首都圏スーパーマーケット
　　　　　　　　　550店舗

 

【散　田　店】 〒193-0832　東京都八王子市散田町 5-17-2
 ☎ 042-665-5112　　fax 042-664-2237
 e-mail：sanda@merci.co.jp

【元八王子店】 〒193-0826　東京都八王子市元八王子 3-2223-6
 ☎ 042-629-2557　　fax 042-629-2558
 e-mail：motohati@merci.co.jp

【ド リ ー ム】 〒192-0914　東京都八王子市片倉町 1632-1
（仲　　　卸） ☎ 042-632-0278　　fax 042-632-0268
 e-mail：info@hana-dream.jp

【神奈川センター】 〒252-0132　神奈川県相模原市緑区橋本台 3-18-7
 ☎ 042-770-2256　　fax 042-770-2259
 e-mail：mfinfo@merci.co.jp

【埼　玉センター】 〒341-0055　埼玉県三郷市上口 2-136-1
 ☎ 048-949-1487　　fax 048-949-1138
 e-mail：mfinfo@merci.co.jp

【千　葉センター】 〒284-0032　千葉県四街道市吉岡 401-1
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中
小
製
造
業
者
の
取
引
を
促
そ
う
と
３
月
10
日
、

東
京
商
工
会
議
所
で
「
ザ
・
商
談
！
し
・
ご
・
と

発
掘
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ザ
・
商
談
！
し
・
ご
・
と
発
掘
市
」
は
、
関

東
を
中
心
と
し
た
25
の
商
工
会
議
所
が
連
携
し
て

共
催
し
た
も
の
で
、
受
注
・
発
注
希
望
企
業
の
い

ず
れ
も
が
、
事
前
に
具
体
的
な
発
注
案
件
を
告
知

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
企
業
は
、
発
注
企
業
25
社
と
受
注
希
望
企

業
１
１
１
社
、
総
商
談
件
数
は
２
９
２
件
。
当
所

か
ら
も
会
員
企
業
３
社
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
企
業
か
ら
は
、「
具
体
的
な
案
件
を

提
示
さ
れ
る
の
で
良
か
っ
た
」「
技
術
的
な
マ
ッ

チ
ン
グ
や
相
性
を
早
く
判
断
で
き
る
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
有
意
義
な
商
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

中
小
の
製
造
業
対
象
に

 

受
発
注
商
談
会
開
く

「
ザ
・
商
談
！ 

し
・
ご
・
と
発
掘
市
」

　

さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
は
３

月
16
日
、
産
業
会
館
で
「
第
７
回
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ

ネ
ス
研
究
会
」
を
開
催
。
市
内
企
業
な
ど
53
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
中
小
企
業
に
お
け

る
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
・
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
」。

日
本
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
の
小
平
紀
生
会
長
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
平
会
長
は
講
演
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
、

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
ユ
ー

ザ
ー
の
連
携
に
よ
る
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
言
及
。

「
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
を
視
野
に
入
れ
た
製
品
開
発
に

よ
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削
減
を
、
世
界
に
先
駆

け
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
シ
ス
テ
ム

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
産
業
政
策
課
担
当
者
か
ら
、
ロ
ボ
ッ

ト
導
入
時
に
活
用
で
き
る
補
助
制
度
や
ロ
ボ
ッ
ト

導
入
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
よ
る
技
術
者
育
成

㈲林電業社　林社長（左）

日本化工機材㈱　大澤社長（左）

㈲中村電機　中村社長（左）

遊
休
機
械
無
償
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

�
３
会
員
企
業
に
感
謝
状

産業ロボによるハンドリングデモを披露

産
業
ロ
ボ
活
用
、

�

ポ
イ
ン
ト
は
？

 

さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
協
が
研
究
会
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地
域
の
商
店
街
・
会
の
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
協
力
し
あ
い
地
元
の
ま
ち
を
一
斉
に
清

掃
す
る「
第
14
回
さ
が
み
は
ら
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

が
こ
の
ほ
ど
実
施
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
＝
表
紙
）

　

参
加
し
た
の
は
、
29
の
商
店
会
な
ど
で
、
地
域

住
民
、
地
元
企
業
、
学
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

も
加
わ
り
、
約
７
０
０
人
が
街
の
美
化
運
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
相
模
原
市
商
店
街
地
域
貢
献
活

動
推
進
協
議
会
（
武
内
英
雄
会
長
）
が
「
地
域
の

お
客
様
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
商
店
街
」
を
目
指
し

て
主
催
し
た
も
の
で
、今
回
で
14
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
春
の
陽
気
の
中
、
参
加
者
ら
は
、
街

頭
や
路
地
の
ご
み
拾
い
を
隅
々
ま
で
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
相
変
わ
ら
ず
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻

や
空
き
缶
の

ポ
イ
捨
て
が

多
か
っ
た
」、

「
地
元
の
学

校
や
金
融
機

関
の
協
力
が

得
ら
れ
た
」

な
ど
、
次
回

の
開
催
に
向

け
た
美
化
運

動
の
推
進
策

を
検
討
し
て

い
ま
し
た
。

葬祭綜合
センター ㈱ 伊 藤 典 範 直営　白雲殿

斎場　紫雲殿

　0120-42-9039 http://www.ito-tenpan.com
い とう てん ぱん

フリーダイアル

＝ 大駐車場完備（150台） ＝24時間年中無休

設備内容
控室・バスルーム付日本間３室

大・中・小あわせて３斎場
（葬儀に対して使用料無料）

峰山霊園 墓石注文受付中相模原
市　営

本社　〒252-0324  神奈川県相模原市南区相武台1-25-7
ホームページアドレス：http://www.kanagawa-sekizai.co.jp

地元だからできる信頼と完全なアフターサービス

　0120-00-1514電話代無料

電話受付時間
午前9時～午後5時・火曜定休

全 優 石 認 定
全国優良石材店

外柵、石塔などの建墓に関する
保証の「保証書」を発行します。

Tel 042-747-5154
霊園総合案内センター

第
14
回
さ
が
み
は
ら
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

７
０
０
名
が
街
の

 

美
化
運
動
を
実
施商店街の会員やボランティアの方々

相模原市からの
お知らせです 中小規模事業者省エネルギー対策等支援事業のご案内
　相模原市では、「相模原市地球温暖化対策推進
条例」に基づき、市民・事業者・市が協働して
温暖化対策に取り組んでおり、その一環として、
中小規模事業者の皆様の省エネルギー対策を促
進するための支援事業を実施しています。経営
改善と地球温暖化対策の推進のため、是非ご活
用ください。

①地球温暖化対策計画書制度
　中小規模事業者の皆様に計画的に省エネ対策に取り組んでいただくため、温室効果
ガスの削減目標や目標達成のための取組などに関する計画を策定し、市へ提出する制
度です。
　提出された計画書の概要は市ＨＰで公表し、計画書を提出した事業者の省エネ対策・
温暖化対策への積極的な取組を幅広く周知します。

（この制度は任意にご活用いただくもので、計画書の提出を義務付けるものではあり
ません。）

②省エネアドバイザー派遣事業
　省エネに関する専門家を事業所に派遣し（最大 2 回まで）、効果的な省エネ対策の実施
や地球温暖化対策計画書の作成に関するアドバイスなどを行います。

③省エネルギー設備等導入支援補助金
　省エネ対策や温暖化対策の一環として高効率な空調・照明設備への更新や太陽光発
電設備の導入などを実施する場合、その費用の一部（補助率 3 分の １ 以内、上限１00
万円）を助成します。
※ 補助金申請には、省エネアドバイザーを活用して作成した「地球温暖化対策計画書」

を市へ提出することが必要です。
※補助対象経費の総額が50万円以上の事業が対象となります。
※申請受付は先着順となり、予算に達した時点で終了となります。

④地球温暖化防止支援資金
　省エネ設備等への切換や太陽光発電設備の導入など、地球温暖化の防止に有効な設
備等の導入の際に利用いただける低利な融資制度です。

問い合わせ先
　 ①と③について　　相模原市環境政策課　　　　　　☎：042-769-8240
　 ④について　　　　相模原市産業政策課　　　　　　☎：042-769-9253
　 ②について　　　　相模原商工会議所経営支援課　　☎：042-753-8１35

支援制度説明会の開催
　これらの支援制度に関する説明会を下記のと
おり開催しますので、制度の活用を検討されて
いる方は是非ご参加ください。

日時： 4 月21日㈫　14時～15時
　　　 4 月22日㈬　10時～11時

場所：相模原市立環境情報センター　学習室
　　　相模原市中央区富士見1-3-41

申込：��事業者名・出席者名・連絡先の電話番号・
参加日をFAXかE-Mailで市環境政策課へ

　　　( 1 事業者につき 1名のご出席でお願いします)

申込先：相模原市環境政策課（担当：奈良）
ＦＡＸ：042-754-1064
E-Mail：kankyouseisaku@city.sagamihara.kanagawa.jp
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専門家に学ぶ

代表理事　長　田 　功
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
官公需適格組合（平成20・03・18関東第125号）

〒252－0239　神奈川県相模原市中央区中央3－7－5
TEL 042－776－6100　FAX 042－776－5656

　

今
年
も
こ
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
経
済
産

業
省
に
よ
る
補
助
金
の
公
募
が
始
ま
る
時
期
で
す
。

　

中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
、
年
に
１

度
の
チ
ャ
ン
ス
の
時
期
で
す
。

　

挑
戦
し
た
い
補
助
金
と
し
て
、「
も
の
づ
く
り
・

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
革
新
補
助
金
（
以
下
、
も
の
づ
く

り
補
助
金
）」
と
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

（
以
下
、
持
続
化
補
助
金
）」
が
あ
り
ま
す
。
特
に
持

続
化
補
助
金
は
、
昨
年
に
比
べ
て
予
算
が
大
幅
に
拡

大
さ
れ
、
利
用
で
き
る
事
業
者
数
が
増
え
る
見
込
み

で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
共
通
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
異
な
る

部
分
も
あ
る
の
で
適
し
た
方
に
申
請
し
た
い
で
す
。

　

共
通
す
る
こ
と
は
、『
事
業
の
機
会
を
活
か
せ
る

よ
う
に
補
助
金
で
支
援
す
る
』
と
い
う
主
旨
で
す
。

　

例
え
ば
、「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
で
は
、
顧
客

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
新
製
品
を
開
発
・
生
産
す
る
た
め

の
設
備
投
資
、「
持
続
化
補
助
金
」
で
は
、
高
齢
者

の
顧
客
を
取
り
込
む
た
め
に
、
店
内
を
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
す
る
工
事
や
、
チ
ラ
シ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
に
よ
る
販
売
促
進
の
強
化
な
ど
で
す
。

　

従
っ
て
、
運
転
資
金
と
し
て
の
資
金
繰
り
に
は
向

い
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。
一
方
、
違

い
に
つ
い
て
は
、
特
徴
的
な
も
の
を
記
し
ま
す
。

※�

詳
細
は
各
補
助
金
の
公
募
要
領
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

申
請
書
作
成
か
ら
採
択
を
受
け
る
ま
で
の
手
続
き

は
、「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
の
方
が
難
易
度
は
高

い
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
金
額
が
大
き
い
の
は
魅

力
で
す
。
昨
年
度
の
採
択
企
業
の
例
と
し
て
は
、
バ

イ
オ
関
係
の
企
業
、
金
蔵
加
工
業
、
塗
装
業
、
教
育

サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
農
業
や
和
菓
子
屋
、
蔵
元
な
ど
幅

広
い
業
界
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
持
続
化
補
助
金
」
の
採
択
例
と
し
て
は
、

う
ど
ん
屋
、
ケ
ー
キ
屋
、
定
食
屋
な
ど
飲
食
店
か
ら
、

金
属
加
工
業
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
さ
ら
に
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
本
年
度
か
ら
は
、

〝
買
い
物
弱
者
対
策
〟
の
事
業
に
対
し
て
、
自
動
車

な
ど
車
両
の
購
入
が
補
助
対
象
経
費
と
な
っ
た
の
は

お
お
き
な
魅
力
と
言
え
ま
す
。

　

最
後
に
採
択
さ
れ
る
申
請
書
を
書
く
７
ヶ
条
を
紹

介
し
ま
す
。

　

多
く
の
事
業
者
様
に
補
助
金
活
用
に
挑
戦
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①�

気
持
ち
＝
も
ら
う
も
の

で
は
な
く
、
投
資
し
て

も
ら
う
と
い
う
気
持
ち

で
作
成
し
ま
し
ょ
う

②�

準
備
＝
申
請
書
を
書
く

前
に
、
下
書
き
で
十
分

に
考
え
ま
し
ょ
う

③�

見
た
目
＝
申
請
書
は
読

ん
で
も
ら
う
も
の
と
し

て
、
読
み
や
す
い
見
栄

え
に
し
ま
し
ょ
う

④�

前
向
き
＝
資
金
に
困
っ

て
い
る
で
は
な
く
、
攻

め
る
た
め
の
資
金
と
し

て
表
現
し
ま
し
ょ
う

⑤
知
る
＝
公
募
要
領
を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う

⑥�

相
談
＝
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
商
工
会
議
所

に
相
談
し
ま
し
ょ
う

⑦�

余
裕
＝
締
切
に
は
余
裕
を
も
っ
て
提
出
し
ま
し

ょ
う

執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

株
式
会
社
エ
イ
チ
・
エ
ー
エ
ル

�

中
小
企
業
診
断
士　

東あ
ず
ま　

正ま
さ
ひ
ろ博　

　

電
子
回
路
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
電
気
電
子
メ
ー
カ
ー
営

業
、
飲
食
店
店
長
、
新
規
開
拓
専
門
営
業
委
託
な
ど

を
経
て
、
エ
イ
チ
・
エ
ー
エ
ル
に
入
社
。
幅
広
い
業

界
で
の
実
務
経
験
を
経
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
界

へ
転
身
。「
経
営
理
念
」
と
「
論
理
的
な
つ
な
が
り
」

を
重
視
し
た
支
援
で
可
能
性
を
現
実
に
す
る
こ
と
を

目
指
す
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

㈱
エ
イ
チ
・
エ
ー
エ
ル

　

中
小
企
業
診
断
士　
東
正

博 

氏

今
年
注
目
の

 

補
助
金
公
募
の
ご
案
内

新
事
業
展
開
に
挑
戦
し
よ
う
①

ものづくり補助金 持続化補助金

目 的 中小企業が取り組む、革新的
な設備投資やサービス・試作
品の開発を支援する

持続的な経営に向けた経営計
画に基づく、小規模事業者の
地道な販路開拓（創意工夫に
よる売り方やデザイン改変等）
の取り組みを支援する

対象事業者 中小企業
小規模事業者
個人事業主
企業組合、協業組合など

小規模事業者
（会社及び個人事業主）

補助対象事業
の イ メ ー ジ

設備投資を行い、新製品を開発
設備投資を行い、画期的な生
産体制を構築する
技術開発を行い、新しいサー
ビスを提供する
 など

販促用チラシの作成、配布
展示会への出展
店舗改装
移動販売、出張販売
新製品開発など

補 助 率 補助対象経費の2／3以内 補助対象経費の2／3以内

補助上限金額 設備投資を行う
１000万円
設備投資を行わない
700万円

（その他、共同体の設定あり）

50万円
ただし、雇用増加・従業員処
遇改善・買い物弱者対策に取
り組む事業は、１00万円

（その他、共同事業の設定あり）

本年度から
の新しい補
助対象経費

クラウド利用費 車両購入費
（買い物弱者対策に限る）

ものづくり補助金と持続化補助金の比較
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読 み 物

有限会社コウチヤ
　　　代表取締役　藤 田 　実相模原の　　　

　お店・企業版「インターネット活用術」㉞
■Googleがスマートフォン対応サイトの優遇を発表
　 2月26日、Googleがスマートフォンに対応したサイトを検索
結果のランキングで優遇すると発表しました。これまではスマー
トフォン対応済みかどうかを表示していただけでしたが、 4月21
日以降は、世界同時スタートでスマートフォンから検索した場合
の表示順についてスマートフォン対応サイトを優遇して表示する
ことにしたそうです。Googleにしてみると、より利便性の高い
見やすいサイトに高評価して誘導したいというのも理解できます
し、これを機に多くのサイトがスマートフォン対応になることを
促進しようとしているとも考えられます。
■影響範囲はスマートフォンからのアクセスのみ
　ただし、この結果が反映されるのはスマートフォンから検索
した場合のみで、PCユーザーにはこれまで通りの表示がされる
ようです。PCからのアクセスがほとんどというサイトは今のと
ころそれほど大きな影響は無いかも知れません。逆に、スマー
トフォンからのアクセスの割合が多いサイト、具体的には個人
向けのサイトでは影響が大きいと考えられます。物理的に画面
が小さいスマートフォンでは、一度に表示できる検索結果の数
も少なく 3 件程度なので 1 つでも上に表示されることがより重
要になります。
■自社のサイトのスマートフォン利用率を確認してみよう
　普段、アクセス解析を見ていない方はあまり気にしていないか
もしれませんが、実際には既にかなりの割合でスマートフォンか
らのアクセスが多くなっている可能性があります。いろいろなお
客さまのサイトの状況を見てみても、 4割から 6割程度はスマー
トフォンからアクセスされているようです。みなさんのサイトに
ついてもぜひ確認してみて下さい。自社のサイトがGoogleにス
マートフォン対応と見られているかどうかは、スマートフォンで
検索してみるとわかります。対応していると認識されている場合、
検索結果のURLの下に「スマホ対応」と表示されています。
■Googleからの警告通知メール
　スマートフォン対応していないサイトをGoogleのウェブマス
ターツールズというサービスに登録している方には、 2月に入っ
てからGoogleから「モバイル�ユーザビリティ上の問題が検出さ
れました」というような警告メールが届くようになりました。主
に以下のような問題点が報告されています。
　・フォントサイズが小です
　・タップ要素同士が近すぎます
　・ビューポートが設定されていない

　いずれもスマートフォン対応していないということを具体的に
指摘している内容になっています。これらの警告を解決するには、
スマートフォンでの表示フォントサイズを16px以上にする、リ
ンク要素は48px以上の大きさにする、ビューポート設定を記述
する、といった作業が必要です。ビューポートとはスマートフォ
ンなどの様々な画面サイズの端末で表示を最適化するための設定
項目で、ちょっと専門的ですがHTMLではmetaタグとして記述
します。
■自社のサイトの見直しを
　実際にPC版のサイトを微修正してスマホ対応と認識してもら
うのは、困難と思ってよいでしょう。ビューポート設定や文字サ
イズ変更は簡単に行えますが、メニュー部分などリンクがたくさ
んある部分を広くするには折りたたみ対応メニューに作り替えた
り、複雑なレイアウトになっている記事内容についても小さい画
面で見やすいようにレイアウトを変更する必要があります。横ス
クロールが必要な場合や、拡大縮小しないと読めないような配置
ではスマートフォン対応として認めてもらえません。
　JimdoやWordPressなどを利用していてスマートフォン対応
のテンプレートが使える場合はそれらを活用するのも手軽で良
いと思います。iPhoneやiPadでは真っ白になって表示されない
Flashを使ったページもまだまだたくさん見かけます。この機会
に自社のサイトはスマートフォンでどう見えるのかを確認してみ
てください。

神奈川県相模原市中央区淵野辺４丁目16番14号

【図 1】
スマートフォンでの検索結果に「ス
マホ対応」と表示されていれば、
Googleに対応済みと認識されてい
ます。

【図 2】
警告が届いたウェブマスターツールズにログイ
ンすると、主にこのようなエラーメッセージが
表示されています。
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（
前
回
ま
で
の
お
話
）
敵
方
同
士
、
許
さ
れ

ぬ
恋
に
落
ち
、
横
山
将
監
に
よ
っ
て
川
に
流

さ
れ
た
て
る
て
姫
と
毒
殺
さ
れ
た
お
ぐ
り
判

官
。
二
人
の
運
命
は
や
が
て
数
奇
な
も
の
へ

と
・
・
・
。

　

あ
る
日
の
こ
と
、
美
濃
（
み
の
※
現
在
の
岐
阜

県
）
の
国
で
毎
日
つ
ら
い
仕
事
に
耐
え
て
い
た

て
る
て
姫
は
、
人
だ
か
り
に
こ
の
世
の
も
の
と
は

思
え
な
い
、
醜
い
鬼
を
見
つ
け
ま
す
。
そ
の
鬼
は

目
も
見
え
ず
口
も
き
け
ず
、
見
世
物
に
さ
れ
て
い

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
人
々
も
あ
ま
り
の
醜
さ

に
遠
く
か
ら
見
て
い
る
だ
け
で
す
。
て
る
て
姫
も

最
初
は
気
味
悪
く
思
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
こ
の

鬼
に
何
か
を
感
じ
、
勇
気
を
出
し
お
そ
る
お
そ
る

近
づ
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、「
私
を
熊
野
の

湯
ま
で
連
れ

て
行
っ
て
く

だ
さ
い
…
」

て
る
て
姫
の

耳
に
は
、
か

す
か
に
そ
う

聞
こ
え
た
気

が
し
ま
し
た
。

美
濃（
み
の
）

の
国
か
ら
熊

野
（
和
歌
山

県
）
ま
で
は
、

と
ほ
う
も
な
く
遠
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
心
優
し

い
て
る
て
姫
は
、
こ
の
鬼
を
か
わ
い
そ
う
に
思
い
、

「
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
鬼
を
熊
野
に
連
れ
て
行

っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
み
な
に
呼
び
か
け
た
の

で
し
た
。

　

て
る
て
姫
は
働
い
て
い
た
宿
の
主
人
に
な
ん
と

か
五
日
間
の
休
み
を
お
願
い
し
、
鬼
を
手
押
し
車

に
乗
せ
、
み
ん
な
で
掛
け
声
と
と
も
に
車
を
押
し

て
熊
野
の
湯
を
目
指
し
ま
す
。「
エ
イ
サ
ラ
、エ
イ
、

エ
イ
サ
ラ
、
エ
イ
」

　

し
か
し
、
て
る
て
姫
が
も
ら
え
た
お
休
み
は
わ

ず
か
に
五
日
間
、
遠
い
と
お
い
熊
野
に
五
日
間
で

た
ど
り
着
く
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
て
る
て
姫
は

旅
の
途
中
で
出
会
っ
た
人
々
に
、
こ
の
醜
い
鬼
を

送
り
届
け
る
こ
と
を
一
生
懸
命
に
お
願
い
し
て
美

濃
（
み
の
）
の
国
へ
と
戻
っ
た
の
で
し
た
。

読
み
物

さ
が
み
の
国
の
て
る
て
姫

 

第
四
話
「
エ
イ
サ
ラ
、
エ
イ
！
」

鬼
の
姿
と
な
っ
た
お
ぐ
り
判
官
は
こ
の
あ
と
無
事

に
熊
野
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
・
・
・

最
終
回
５
月
号
「
幸
せ
な
未
来
へ
」
に
続
き
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
（
志
村
英
昭
部
会
長
）
は
３

月
17
日
、
日
本
経
済
新
聞
社
の
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー

講
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
渋
井
正
浩
氏
を
招
き

講
演
会
を
開
催
。
部
会
員
ら
30
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
同
講
演
会
は
、
普
段
読
ん
で
い
る
経
済
記
事

が
自
社
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
学
び
、

今
後
の
事
業
活
動
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

渋
井
氏
か
ら
は
、
分
か
り
に
く
く
難
し
い
と
さ

れ
る
「
コ
ト
ラ
ー
」
や
「
ポ
ー
タ
ー
」
な
ど
の
著

名
な
経
営
理
論
を
新
聞
や
経
済
誌
な
ど
の
記
事

を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
具
体
例
を
用
い
た
説
明
で
、

難
解
と
さ
れ
る
経
営
理
論
が
、
す
ん
な
り
と
頭
の

中
に
入
っ
て
き
た
。
今
回
学
ん
だ
理
論
を
自
社
で
、

ど
の
よ
う
に
実
践
を
す
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い

と
思
う
」
な
ど
、
自
身
の
事
業
活
動
に
活
か
そ
う

と
す
る
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

志
村
部
会
長
は
、

「
今
後
も
参
加
者
に
、

考
え
る
き
っ
か
け
を

与
え
る
効
果
的
な
講

演
会
を
企
画
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

■幸せな事業承継と相続のポイント
　2015年からいよいよ相続税率の引上げや基礎控除の引下げ等のいわゆる
増税につながる税制改正が行われましたが、一方で、円滑な事業継続につ
ながるような改正も行われています。
　例えば、一定の要件を満たした場合は、会社の事業用地と自宅の両方が
同時に相続税評価上軽減される措置が適用されるようになりました。
　事業主のみなさまには、ビジネスの発展と後継者・家族の幸せの両方を
考えた対策が必要です。
　自社の株式、個人資産を保有する方法、後継者や家族に引き渡す時期と
手段等は、単に税金面に留まらないプランニングが必要となります。
　最近では、信託を活用したり、事業会社と別にオーナー一族の資産を守
る個人資産管理のための会社を設立する方も増えており、事業承継の方法
の多様化も進んでいます。
■相続試算・自社株評価サービスのご案内（りそな銀行）
　りそな銀行は、商業銀行で唯一の信託併営リテールバンクとして、事業・
資産承継に関するコンサルティングと自社株対策、不動産、ファイナンス、
M&A等のソリューションをワンストップでご提供することが可能です。
　そのプランニングの第一歩は、自社と個人の資産を数字にして把握する
ことです。
　弊社では、相続税・自社株評価の概算を分かりやすくまとめてご報告す
るサービスを、無料で実施しております。
　また、豊富な経験を有するコンサルタントがお客さまの立場に立った提
案を実施しております。
　これまでお取引のなかったお客さまもご利用が可能です。
　どうぞお気軽にご相談下さい。

【お問い合わせ先】
　りそな銀行　橋本支店　☎ 042‒772‒7345

今★知っておきたいマネー学。

金融保険業部会 連載（第16回）

経営理論を説明する渋井氏

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
主
催

「
事
例
に
学
ぶ
経
営
の
理
論
」

 

渋
井
氏
講
演
会
を
開
催
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建
設
業
部
会
（
谷
津
弘
部
会
長
）
は
３
月
10
日
、

「
柏
の
葉
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
と
「
㈱
み
ら
い
柏

の
葉
第
２
グ
リ
ー
ン
ル
ー
ム
」（
い
ず
れ
も
千
葉

県
柏
市
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

部
会
員
ら
19
社
22
名
が
参
加
。
最
初
に
訪
れ
た

「
柏
の
葉
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
は
、
最
先
端
技
術

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
括
管
理
し
て
い
る
次
世
代
の

街
で
、
柏
市
が
い
ち
早
く
実
現
に
着
手
し
た
都
市

と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
街
の
中
核
施
設
「
ゲ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
」

を
散
策
し
た
後
、「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
を
訪
れ
、
市
民
ガ
イ
ド
の
説
明
の
も
と
、

街
の
仕
組
み
や
生
活
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

次
に
視
察
し
た
国
内
最
大
級
の
全
面
人
工
光
型

植
物
工
場
「
㈱
み
ら
い
柏
の
葉
第
２
グ
リ
ー
ン
ル

　

工
業
部
会
と
建
設
業
部
会
は
３
月
６
日
、
部
会

連
携
事
業
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
。
講
師
に
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
「
平
成

26
年
度
ラ
ベ
ル
・
Ｓ
Ｄ
Ｓ
活
用
促
進
事
業
」
を
受

託
し
て
い
る
テ
ク
ノ
ヒ
ル
の
鈴
木
一
行
社
長
を
招

き
、
平
成
26
年
６
月
の
労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正

に
よ
り
、
事
業
者
が
と
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
解

説
し
ま
し
た
。

　

同
法
で
は
、
一
定
の
危
険
性
が
確
認
さ
れ
て
い

る
化
学
物
質
を
取
り
扱
う
事
業
者
に
対
し
て
、
使

用
化
学
物
質
の
調
査
・
管
理
を
義
務
づ
け
て
い

ま
す
。
鈴
木
社
長
は
、「
過
去
の
労
災
事
例
で

は
、
こ
れ
ま
で
個
別
規
制
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
物

質
が
原
因
と
な
っ
た
死
亡
事
故
が
あ
る
。
新
た
に

５
２
４
の
化
学
物
質
が
調
査
義
務
化
さ
れ
た
こ
と

で
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
者
が
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
」
と
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
危
険
性
が
高
い
も
の
と
し
て
、
常
温
で
吸

入
の
恐
れ
の
あ
る
溶
剤
や
粉
体
を
挙
げ
、
製
造
、

建
設
作
業
で
は
取
り
扱
い
量
も
多
く
、「
法
令
順

守
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
社
員
の
安
全
確
保
の
た

ー
ム
」
は
、

食
糧
問
題
解

決
な
ど
の
面

で
、
世
界
的

に
関
心
を
集

め
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
同

社
は
業
界
ト

ッ
プ
カ
ン
パ

ニ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い

ま
す
。
視
察
で
は
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、

工
場
内
の
施
設
や
作
業
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
活
発
な
質
問
が
飛
び
交
い
、
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

視
察
終
了
後
に
は
交
流
会
を
開
催
し
、
今
回
は
、

他
部
会
の
方
も
参
加
い
た
だ
き
、
様
々
な
業
種
の

参
加
者
同
士
が
懇
親
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
「
に
こ
に
こ
星
ふ
ち
の
べ
協
同
組
合
」（
植
田
憲

司
理
事
長
）
は
、
今
回
、
外
国
人
観
光
客
向
け
三

カ
国
語
（
英
語
、
中
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
）
の
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

植
田
理
事
長
は
、

「
今
回
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
は
商
店
街

の
若
手
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
っ
て

作
成
し
た
。
若
い

人
が
次
々
と
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気

風
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

※�

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
淵
野
辺
地
域
の
商
店
街
店

舗
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

め
に
」（
鈴
木
社
長
）
と
対
策
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
法
改
正
の
概
要
を
知
る
つ
も
り

で
参
加
し
ま
し
た
が
、
当
社
も
大
い
に
関
連
の
あ

る
内
容
だ
っ
た
」
と
、
対
策
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

　

当
商
工
会
議
所
で
販
売
し
て
い
る
「
さ
が
み
の
潤

水
」（
５
０
０
㎖
。希
望
小
売
価
格
税
込
み
１
２
０
円
）

が
、（
一
社
）
相
模
原
市
観
光
協
会
推
奨
品
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
相
模
原
市
内
で
製
造
ま
た
は
開
発

さ
れ
た
文
化
や
伝
統
な
ど
、
相
模
原
市
に
ち
な
ん
だ

商
品
に
対
し
て
相
模
原
市
観
光
協
会
が
推
奨
品
と
し

て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
「
さ
が
み
の
潤
水
」
は
、「
潤

水
都
市
さ
が
み
は
ら
」
に
ふ
さ
わ
し
い
特
産
品
で
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

　

お
問
い
合
わ
せ
は
共
済
検
定
課
（
☎�

０
４
２
－

７
５
３
－
８
１
３
４
）

　

当
商
工
会
議
所
は
３
月
３
日
、
ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ

さ
が
み
は
ら
（
南
区
相
模
大
野
）
で
、
会
員
相
互
の

異
業
種
交
流
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を
目
的

と
し
た
会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
員
企
業
23
社
が
参
加
。
交
流
会
で
は
、
第
１
部

で
参
加
企
業
が
テ
ー
ブ
ル
毎
に
自
社
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
第
２
部
で
は
交
流
懇
親
会
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
企
業
か
ら
は
、「
異
業
種
の
方
と
交
流
す
る

機
会
が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
情
報
交
換
会
が
有
意

義
で
良
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

次
世
代
の
街
を
体
感
！

 

建
設
業
部
会
が
視
察
交
流
会

市民ガイドの説明を受ける参加者

工
業
・
建
設
業
部
会
連
携
事
業

「
職
場
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」

 

テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
開
催

リスクアセスメントの
ポイントを解説する鈴木社長 に こ に こ 星

ふちのべ協組

外
国
人
観
光
客
向
け

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作
成

若手メンバーの指原副理事長

さ
が
み
の
潤
水

観
光
協
会
推
奨
品
に
認
定
！

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
【
南
区
会
場
版
】

 

会
員
企
業
23
社
が
参
加
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インフォメーション

会報チラシ同封サービスが
八王子・甲府商工会議所
地域でもご利用できます。

　会員の皆様にご利用頂いております「会報チラシ
同封サービス」が 4 月から八王子・甲府地域でも 
利用頂けるようになりました。
　本サービスにより、自社の製品・サービスを県外
企業にもＰＲすることができます。
　料金等の詳細は総務課までお問い合わせください。
　総務課　☎ 042-753-8１3１

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～

�

か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

 

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会

■
経
営
改
善
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

　

保
証
付
融
資
の
返
済
の
猶
予
や
軽
減
の
条
件
変

更
を
行
っ
て
い
る
企
業
を
対
象
と
し
た
、
当
協
会

独
自
の
保
証
制
度
「
リ
タ
ー
ン
ア
シ
ス
ト
長
期
（
別

枠
）
保
証
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

▼
保
証
期
間
は
最
長
15
年
！

・��

皆
さ
ま
が
作
成
す
る
経
営
改
善
計
画
に
基
づ
い

て
、
返
済
方
法
を
変
更
し
て
い
る
保
証
付
融
資

を
最
長
15
年
で
組
み
直
し
ま
す
。

・��

返
済
の
猶
予
や
軽
減
の
条
件
変
更
を
解
消
す
る

こ
と
に
よ
り
、
将
来
的
な
資
金
調
達
の
可
能
性

が
広
が
り
ま
す
。

▼
専
門
家
が
無
料
で
サ
ポ
ー
ト
！

・��

ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
中
小
企
業
診
断
士
等
の
専

門
家
を
無
料
で
派
遣
し
、
経
営
改
善
計
画
の
作

成
支
援
や
融
資
実
行
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等

を
行
い
ま
す
。

▼
ご
利
用
後
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

・��

融
資
実
行
後
も
金
融
機
関
と
当
協
会
が
協
力
し

て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　
相
模
原
支
所

　

☎�

０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

　

http://w
w
w
.cgc-kanagaw

a.or.jp

大船渡市観光スポットの紹介
碁石海岸・穴通磯（ごいしかいがん・あなとおしいそ）

　岩手県大船渡市の南に位置する末崎（まっさき）町。この末崎半島の東
南、ぐるりと 6 キロにも及ぶ神秘的な海岸線、それが碁石海岸です。奇岩
や島、洞穴が織り成す荒々しさと、潮風にそよぐ松林の静寂さが調和した
絶景の地は、長い時間が作り上げた天然の美しさです。「国の名勝・天然
記念物」に指定され、「日
本の渚・百選」にも選ばれ
る実力派です。
　なかでも大自然の造形美
の代表格といえるのが穴通
磯（あなとおしいそ）。
　海水の浸食によって岩に
3 つの巨穴が空いた様は見
る者を圧倒します。

大自然の造形美「穴通磯」

碁石海岸観光まつり
開催日時：
　 5 月 4 日（月・祝）
　午前 9 時30分～午後 3 時
　 5 月 5 日（火・祝）
　午前１0時～午後 3 時
開催場所：
　碁石海岸レストハウス前広場

昨年の碁石海岸観光まつりの様子

特産品の紹介
三陸銘菓　かもめの玉子
　南三陸の大自然のキャンパスに悠々と翼の筆を走らせるかもめたち。
　南三陸を代表する銘菓「かもめの玉子」は、そんな大自然に遊ぶ鴎をモ
チ－フに。また、かも
めの玉子は素材の持ち
味を生かす製品づくり
にこだわっています。

「大手亡」「砂糖（白ざ
らめ）」「小麦粉」「鶏
卵」等を永年かけて育
んだしっとりとほくほ
くの黄味餡をホワイト
チョコレ－トで包みあ
げた風味豊かなお菓子
です。

お
問
い
合
わ
せ
先

さいとう製菓㈱
☎：0１92-26-2222　　フリーダイヤル：0１20-3１１005
商品のご購入はhttp://www.saitoseika.com/まで

東北を代表する銘菓　かもめの玉子

大船渡市の特産品のご購入は
三陸まるごと市 �→� 検索 �まで

大　船　渡
商工会議所からのお便り

当商工会議所は、友好都市である岩手県大船渡市を応援す
るため、会報誌を通して大船渡市の観光情報や地域特産品
を紹介します。

―――――――――――――――――――――――――― Vol.1
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わが社のいち押しコミュニティ

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
新
駅
が
決
ま
っ
た
相
模
原
・
橋
本
。
発
展
が
期
待
さ
れ
る
同
地
域
に
、
特

殊
建
築
や
注
文
住
宅
を
手
掛
け
る
相
陽
建
設
の
本
社
が
あ
り
ま
す
。
同
社
が
提
唱
す
る
の
は
「
ゼ
ロ

宣
言
」
の
家
づ
く
り
。
板
、
ク
ロ
ス
、
化
学
繊
維
の
カ
ー
テ
ン
、
木
工
ボ
ン
ド
、
防
虫
防
腐
剤･･･

。

化
学
物
質
が
入
っ
て
い
る
建
材
は
使
わ
な
い
。
そ
ん
な
こ
だ
わ
り
が
、
大
手
と
の
競
争
が
厳
し
い
注

文
住
宅
の
世
界
で
差
別
化
に
つ
な
が
り
、
着
実
に
顧
客
を
増
や
し
て
い
ま
す
。「
未
病
」
を
防
ぐ
安

全
性
の
高
い
家
と
し
て
も
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
４
月
中
旬
に
は
中
央
区
向
陽
町
に
あ
る
住
宅

展
示
場
「
相
模
原
住
宅
公
園
」
へ
の
出
展
を
計
画
。
数
あ
る
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
な
か
で
、
地
元
企
業

と
し
て
は
唯
一
の
出
展
に
な
り
ま
す
。

い
」（
古
橋
裕
一
社
長
）
と
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

大
手
と
異
な
り
、
中
小
企
業
は
人
員
に
限
界
が
あ

り
ま
す
。
や
み
く
も
に
施
工
件
数
を
増
や
し
て
も
、

フ
ォ
ロ
ー
が
行
き
届
か
ず
信
頼
を
損
ね
て
し
ま
う

リ
ス
ク
が
出
て
き
ま
す
。
だ
っ
た
ら
、
１
時
間
以

内
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
15
キ
ロ
圏
内
に
限
定
。
地

域
密
着
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
少
な
く
と
も
エ
リ

ア
内
で
は
大
手
に
も
負
け
な
い
競
争
力
が
発
揮
で

き
る
と
い
い
ま
す
。

■
化
学
物
質
を
排
除
し
た
家

　

主
力
と
す
る
注
文
住
宅
で
は
、
長
持
ち
し
な
い

建
材
や
化
学
物
質
を
排
除
し
た
「
ゼ
ロ
宣
言
」
の

■
施
工
範
囲
は
15
キ
ロ
圏
内

　

相
陽
建
設
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
の
一
つ
と
し
て
、

施
工
範
囲
を
本
社
や
支
店
か
ら
「
半
径
15
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
圏
内
」
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
建
物
の
主
治
医
に
な
り
た

家
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
人
は
住
宅
内
で
過
ご
す
時
間
が
一
日
の
中
で

も
一
番
長
い
と
い
え
ま
す
。
家
の
な
か
の
空
気
に

万
が
一
、
有
害
な
物
質
が
含
ま
れ
て
い
た
ら
、
住

人
は
知
ら
な
い
う
ち
に
健
康
被
害
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
未
病
を
防
ぐ
安
全
性
あ
る
家
づ
く

り
が
私
た
ち
の
使
命
な
ん
で
す
」
と
、
古
橋
社
長

は
説
明
し
ま
す
。

　

同
時
に
、「『
有
害
物
質
ゼ
ロ
』
に
こ
こ
ま
で
こ

だ
わ
っ
て
い
る
同
業
者
は
お
そ
ら
く
い
ま
せ
ん
」

と
胸
を
張
り
ま
す
。

　

化
学
物
質
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
人
な
ど
か
ら

絶
賛
さ
れ
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
２
０
０
戸
を
販

売
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
工
業
製
品
が
な
く
て
も
、
古
く
か
ら
家
は
あ

り
ま
し
た
。
大
量
生
産
の
工
業
製
品
が
住
宅
に
も

多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で
、
本
物
の

家
を
つ
く
り
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
ま
す
」（
古

橋
社
長
）。
大
手
の
住
宅
メ
ー
カ
ー
と
は
一
線
を

画
し
て
独
自
路
線
を
歩
み
ま
す
。

■
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
体
感
を

　

そ
ん
な
同
社
で
は
、
４
月
中
旬
に
相
模
原
住
宅

公
園
に
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
出
展
し
ま
す
。
注
文
住

宅
を
手
掛
け
て
か
ら
約
30
年
。
住
宅
展
示
場
へ
の

出
展
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。「『
ゼ
ロ
宣
言
』
の

家
の
よ
さ
は
、
実
際
に
触
れ
て
み
な
い
と
分
か
り

ま
せ
ん
。
注
文
住
宅
を
購
入
す
る
人
の
９
割
は
、

住
宅
展
示
場
に
足
を
運
ん
で
か
ら
決
め
て
い
ま
す
。

だ
っ
た
ら
、
思
い
切
っ
て
出
展
し
て
み
よ
う
と
考

え
ま
し
た
」
と
古
橋
社
長
は
話
し
て
い
ま
す
。

　

同
展
示
場
に
は
、
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
を
中
心

に
20
社
ほ
ど
が
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
建
て
て
い
ま
す
。

相
陽
建
設
は
、
地
元
企
業
と
し
て
は
唯
一
の
出
展

に
な
り
ま
す
。

　
「
よ
り
多
く
の
人
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、〝
本

物
の
家
〟
の
よ
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

と
古
橋
社
長
は
来
場
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

社社
わが

の『
い
ち
押
し
』

相
陽
建
設
㈱

相
模
原
市
緑
区
西
橋
本
５
︲
３
︲
11

☎�

０
４
２
︲
７
７
２
︲
０
０
２
１

「
未
病
」防
ぐ
家
づ
く
り
実
践

�

地
元
企
業
が
住
宅
展
示
場
出
展

相陽建設の古橋社長

室内は自然素材をフル活用

「ゼロ宣言」の家の室内
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アクティブ５

　

関
東
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
（
関
女
連
）

の
講
演
会
が
３
月
17
日
、
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー�

ホ
ー
ル

＆
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス（
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
）

で
開
催
さ
れ
、
当
商
工
会
議
所
女
性
会
か
ら
も
４

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
関
女
連
会
長
会
議
も
合
わ
せ
て
行
わ

れ
、
今
年
５
月
に
開
催
す
る
関
女
連
総
会
（
水
戸

大
会
）
に
関
す
る
説
明
や
今
年
度
の
関
女
連
政
策

委
員
会
に
よ
る
事
業
報
告
な
ど
の
説
明
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

荻
原
健
司
氏
の
「
夢
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
題
す

　

都
市
産
業
研
究
会
（
中
嶋
幸
夫
会
長
）
は
３
月

11
日
、
会
員
９
名
が
参
加
し
、
今
年
度
ま
と
め
た

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
集
計
結
果
の
報
告
と
意
見
交

換
を
行
う
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、

中
嶋
会
長
よ
り
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

集
計
結
果
に
つ
い

て
「
少
子
高
齢
化

社
会
」、「
経
済
・

生
活
利
便
の
調

和
」、「
環
境
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」

る
講
演
が
開
か
れ
、
１
都
８
県
79
女
性
会
か
ら
約

２
０
０
名
が
聴
講
し
ま
し
た
。
荻
原
氏
は
、
自
身

の
生
い
立
ち

か
ら
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交

え
た
体
験
を

話
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
へ
の
思
い

も
高
ま
る
、
有

意
義
な
１
日
と

な
り
ま
し
た
。

の
３
つ
の
テ
ー
マ
が
特
に
危
惧
さ
れ
る
点
と
し
て

示
さ
れ
た
こ
と
を
説
明
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

　

会
員
か
ら
は
、「
比
較
的
評
価
の
高
か
っ
た

〝
広
域
交
流
拠
点
都
市
〟
や
〝
防
災
支
援
都
市
〟
は
、

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
像
や
強
み
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
日
本
全
体
の
問
題
で
も
あ

る
少
子
高
齢
化
や
環
境
問
題
に
対
し
て
は
、
と
り

わ
け
相
模
原
が
先
進
的
で
は
な
い
こ
と
が
、
そ
の

結
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
嶋
会
長
は
、「
本
日
の
定
例
会
の
意
見
を
ふ

ま
え
、
平
成
26
年
度
の
研
究
成
果
報
告
を
ま
と
め

た
い
。
他
都
市
の
真
似
で
は
な
い
、
相
模
原
ら
し

さ
を
今
後
も
模
索
し
て
い
け
る
報
告
書
と
な
る
だ

ろ
う
」
と
今
年
度
の
研
究
成
果
を
総
括
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
（
清
水
良
則
会
長
＝
㈲
シ
ミ
ズ
リ
ビ
ン

グ
）
で
は
、
新
し
い
仲
間
を
随
時
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

　

青
年
部
に
入
会
す
る
に
は
、

①�

事
業
所
が
相
模
原
商
工
会
議
所
の
会
員
で
あ
る

こ
と

②�

満
年
齢
で
18
歳
以
上
45
歳
以
下
の
経
営
者
ま
た

は
従
業
員
で
あ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
会
費
は
２
万
４
千
円
で
、
年
度
途
中
の
入
会

で
は
月
割
り
に
て
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
部
員
は
約
80
名
。
毎
月
２
回
の
定
例
会
議

や
、
各
事
業
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
の
参
加
も
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

相
模
の
大
凧
祭
り
や
全
国
の
商
工
会
議
所
青
年

部
で
の
活
動
な
ど
青
年
部
員
で
し
か
体
験
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
活
動
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
！

　

相
模
原
商
工
会
議
所　

青
年
部
事
務
局

　

☎�

０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６

都産研

３　月
定例会

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

集
計
結
果
を
報
告

女性会

関
女
連
講
演
会
に
参
加

 

荻
原
健
司
氏
語
る

200名が聴講した講演会

集計結果を報告する中嶋会長

青
年
部

新規メンバーを
� 大募集中 !!

相模原市青年工業経営研究会（青工研）

新入会員募集中！～42歳以下の工業系若手経営者～
■青工研とは
　１980年の発足以来、工業部会の下部組織として、「地道に自ら学ばん」
の基本理念のもと、会員同士が「良き仲間であり、良きライバル」とし
て自己研鑽を積み、共に切磋琢磨しながら、自社の発展のために活動を
展開しています。
■こんな若手経営者にオススメ
　・本気で経営能力を磨きたい！　・自分の可能性を広げたい！
　・経営者として真の仲間を作りたい！
■お問い合わせ：☎ ０42-７53-8136（産業振興課）
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インフォメーション

家庭のお風呂で温泉治療! !

相模物産株式会社 相模原市中央区上溝1878（全農ミート前）
TEL ０４２（755）3 5 2 1㈹

新開
発

神経痛・リュウマチ・月経痛・冷性
切傷・痛風・産前産後・打撲・捻挫
湿疹・凍症・皮膚亀裂・神経衰弱

［効能］
厚生省許可医薬品

お 祝 引 出 物
御葬儀即返し引出物

電話１本で訪問させていただきます。

受付時間 AM10：00～PM 6：00

0120-867-749Free Dial

（フリーダイヤル）

　

近
未
来
技
術
研
究
会
（
西
澤
勇
司
会
長
）
は
３
月
９
日
、

公
開
講
演
会
「
ど
う
な
る
近
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
革
命
」
を
開

催
し
ま
し
た
。（
写
真
＝
表
紙
）

　

企
業
経
営
者
や
一
般
市
民
ら
１
２
２
名
が
参
加
。
講
師

は
、
ア
ス
ラ
テ
ッ
ク
㈱
チ
ー
フ
ロ
ボ
ッ
ト
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
吉
崎
航
氏
と
㈱
ブ
レ
イ
ブ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
代
表
の
石
田

賢
司
氏
で
、
最
新
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
と
ロ
ボ
ッ
ト
社
会
の

展
望
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

吉
崎
氏
の
開
発
し
た
「V-Sido�OS

」
は
ロ
ボ
ッ
ト
を

人
間
ら
し
く
動
か
す
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
す
。
人
間

で
い
う
〝
小
脳
〟
や
〝
脊
髄
〟
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
り
、
動
作
時
の
体
の
干
渉
を
自
動
的

に
制
御
す
る
も
の
で
す
。「
操
縦
者
の
〝
思
い
ど
お
り
っ
ぽ

く
〟
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
吉
崎
氏
）
と
い
い
ま
す
。

　

吉
崎
氏
に
よ
る
と
、
現
在
こ
う
し
た
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
の

活
用
は
、
災
害
地
の
重
機
操
縦
で
活
用
さ
れ
て
お
り
、
す

職
員
人
事

【
採
用
】（
平
成
27
年
４
月
１
日
付
）

　

４
月
よ
り
相
模
原
商
工
会

議
所
に
入
職
い
た
し
ま
し
た

松
田
香
澄
と
申
し
ま
す
。
現

在
、
相
模
原
市
は
、
圏
央

道
が
開
通
し
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
駅
設
置
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
、
経
済
的
に
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
生
ま

れ
育
っ
た
相
模
原
の
発
展
に
携
わ
り
た
い
と
思
い
、
入
職

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
日
も
早
く
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
致
し
ま
す
。

【
異
動
等
】（
平
成
27
年
４
月
１
日
付
）

　

山
崎
和
正　

理
事
兼
事
務
局
長
（
総
務
部
長
）
▼
下
河

原
英
樹　

総
務
部
長
（
参
事
兼
総
務
課
長
）
▼
林
義
隆　

総
務
課
長
（
産
業
振
興
課
長
）
▼
小
山
敏
明　

産
業
振
興

課
長
（
総
務
課
主
幹
）
▼
渋
谷
卓
朗　

産
業
振
興
課
主
幹

（
共
済
検
定
課
）
▼
渡
貫
晴
美　

共
済
検
定
課
（
経
営
支

援
課
）
▼
林
泰
平　

経
営
支
援
課
（
産
業
振
興
課
）
▼
糠

谷
佳
文　

共
済
検
定
課
（
総
務
課
）

�

（　

）
内
は
旧
所
属　
　

【
辞
職
】（
平
成
27
年
２
月
28
日
付
）

　

常
務
理
事
兼
事
務
局
長　

田
中
紀
一
朗

で
に
雲
仙
普
賢
岳
や
福
島
県
な
ど
で
は
運
用
に
向
け
て
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
ロ
ボ
ッ
ト
重
機
」
で
は
な

く
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
介
す
る
こ
と
で
、
既
存
の
重
機
の

活
用
や
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
か
せ
る
利
点
を

実
現
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
同
Ｏ
Ｓ
は
あ
ら
ゆ
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
使
え
る
た
め
、

「V-Sido�OS

」
を
活
用
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
が
「
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
加
速
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
同
Ｏ
Ｓ
の
使
用
例
と
し
て
、
全
長
約
１・３
ｍ
の

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
公
認
変
形
ロ
ボ
ッ
ト
「
ジ
ェ
イ
ダ

イ
ト
・
ク
ォ
ー
タ
ー
」
が
登
場
し
、
車
型
か
ら
人
型
へ
の

変
形
デ
モ
を
披
露
。
そ
の
様
子

に
会
場
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

開
発
者
の
石
田
氏
は
、
変

形
ロ
ボ
ッ
ト
の
利
点
に
つ
い

て
「
小
型
化
、
多
機
能
化
に
よ

る
高
付
加
価
値
」
と
解
説
す
る

一
方
、
開
発
コ
ス
ト
や
重
量
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
現
在

の
と
こ
ろ
「
変
形
ロ
ボ
ッ
ト
に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
吉
崎
氏
は
、「
人
の
仕
事
が
ロ
ボ

ッ
ト
に
置
き
換
わ
っ
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
た
上
で
、「
ロ

ボ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
う
新
た
な
仕
事
も
創
出
さ
れ
る
た
め
、

人
が
働
く
シ
ー
ン
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
」
と
続
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
今
後
２
０
２
０
年
ご
ろ
を
め
ど
に
、『V-Sido�

OS

』
を
活
用
し
た
数
々
の
ユ
ニ
ー
ク
な
機
能
を
備
え
た
ロ

ボ
ッ
ト
が
世
に
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
い
く
つ
か
が
定
着
し
、
機
能
が
拡
充
さ
れ
て
い
け
ば
、

い
よ
い
よ
私
た
ち
の
生
活
に
家
庭
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
現
れ
る

日
が
来
ま
す
」
と
講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
変
形
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
握
手
会
、
記
念
撮

影
会
も
行
わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
興
奮
気
味
に
最
新
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

特
別
公
開
講
演
会　
最
新
技
術
に
沸
く

著
名
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ら

�

ロ
ボ
ッ
ト
革
命
を
語
る

近未来

松
ま つ だ 　 か す み

田 香澄【総務課】

部　会 事 業 所 名 代表者名 住　　所 電話番号 事業内容

商 業 ㈲　天　　　神　　　屋 望月　達也 南区上鶴間１-１2-4 042-743-0526 惣菜、弁当、むすび等の店頭販売、
仕出し弁当

サービス業 Ｍ ＆ Ｓ Atelier Japan 後藤　慎一 緑区二本松4-30-１6 070-5450-9844
コンサルタント（トヨタ式カイゼ
ンを用いた原価・経費低減手法を
提供及び支援）

特別会員 ㈱　タ　ナ　ベ　経　営 若松　孝彦 大阪市淀川区宮原3-3-4１ 06-7１77-4006 経営コンサルティング

新入会員紹介
※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

平成27年2月末日会員数�4,648件
（平成27年1月29日～2月28日）
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 ご紹介いただける事業所がございましたらご連絡をお願い致します。
 連絡先　☎ 042‒753‒8131（総務課）会員増強展開中

会員PRコーナー コミュニティ

　退職時に聞く理由は本当のことを言わないことが分かっ
ています。在職している方への80の設問で本当の退職理由
が分かるサービスです。退職に至る16要因を分析。本当の
離職要因を探り、離職防止はもちろんのことモチベーショ
ンアップへつなげていくことが出来ます。会社全体だけで
なく組織毎の離職原因も分析します。具体的対策案付き。
会員の方向けに特別価格（通常： 1 人6,000円を 1 人4,000
円）で提供をします。

離職防止をして効率を上げ、
採用費を減らしていきましょう！

株式会社 ディベロップメント
〒252-0318　相模原市南区上鶴間本町3-14-2-1108
☎：042-705-6467　　FAX：042-705-6473
URL：http://d-ment.com　　E-mail：info@d-ment.com
事業内容：��人材育成事業（社員研修・社内人材育成プランニング・

社内講師育成等）、離職防止事業（分析サービス・離職防
止コンサルティング）、採用支援事業（採用コンサルティ
ング・採用代行）

　相模原を中心にお客様に支えられ創立42年を迎える事が
できました。お住まいの困りごとの解決に建築士・インテ
リアコーディネーター、福祉住環境コーディネーター・エ
クステリアプランナーの資格を持った専門スタッフが対応
します。また、介護保険を使った住宅改修、バリアフリー
工事、浴室・トイレの改修、手すりの取り付け等のご相談
など申請から施工、支給手続きまで市の登録業者ですので
安心してお任せいただけます。

住いやお庭の困りごと、
不便、不満、不安を解決して
快適な暮らし

地域密着42年の実績は
信頼の証です！

東神ハウス住設株式会社
〒252-0328　相模原市南区麻溝台6-1-20
☎：042-745-8951　　FAX：042-745-8105
URL：��http://www.toshin-house.com/� �

http://www.toshin-house-re.com/
メール：info@toshin-house.com
事業内容：エクステリア・リフォーム設計施工

達成領域

承認領域

得点得点

平均点平均点

責任領域

昇進領域

成長領域

仕事自体領域

離職要因分析サービス

会員PR
コーナー


